東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成30年8月6日（月）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：松舘　優司
	西村
	上野
	内城
	松村
	澁谷
	織田
	下野
	成田
	松舘
	加藤
	西山

	　〇
	休
	　年
	休
	　準
	年
	〇
	深
	　〇
	　休
	深

	畑中
	兼平
	沼舘
	野村
	土橋
	田端
	荒木田
	吉田
	佐々木
	大久保
	三浦

	〇
	休
	〇
	準
	〇
	〇
	　深
	　準
	休
	休
	〇

	甲地
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	休
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・特記事項無し。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施中。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・坂本　重雄様～バイタル異常・酸素飽和濃度の低下は無い。内服時にむせ込み見られている。オムツ弄りあり、都度介入行っている。
・三上　キネ様～昨日深夜帯にて舌根沈下・吸引後の酸素飽和濃度低下あった為、一時的に酸素10Lへ徐々に増量し、鼻腔頭エアウェイも挿入していたが、徐々に酸素飽和濃度90％以上で安定してきた為、酸素5Lへ減量し、以後酸素飽和濃度低下は無く経過。日勤帯にて本人が鼻腔頭エアウェイを弄り、外して手に持っている事ああるが、舌根沈下・酸素飽和濃度低下無い為、外して経過観察している。バイタル異常無し。点滴は滴下不良あり、刺し替え行っている。
・熊谷　樹里様～日勤帯体温37.1℃、不調訴え、昼食は数口のみの摂取。咳嗽も見られている。本人は風邪薬の処方は希望せず、安静臥床・クーリングにて経過観察行っている。

・玉岡　公子様～多弁・多動さ続いており、スタッフや他者への話し掛け見られ、時に他者と口論になる場面もあり、介入にて口論以上のトラブルには至らず。
・田村　真紀子様～スタッフや他者への話し掛け多く、話す内容は特定のスタッフや患者様を対象とした被害妄想様の発言が多い。又、多弁かつ呂律不良さあり、聞き取り辛さもある。スタッフの説明にも了解は悪く、表情の硬さ見られ、時に詰所のドアを叩く様子見られている。
・立花　圭様～昨日準夜帯にてホールで唸り声を上げていたK・H様に対し、「うるさい、黙れ。」と叫びながら詰め寄った事で追い掛け回される事あり、介入・注意にて距離を取る事出来ていた。20：15自室にてK・H様と掴み合いになっている事あり、スタッフが介入。同室者からの情報では本人が殴り掛かった事で掴み合いになっていたとの事だが、自身の行動についてははぐらかそうとする・話題を変える等振り返り出来ずにいる。本人希望にて不穏時頓服薬服用している。居室の移動については拒否あり、K・H様と同室のまま様子観察していたが、以後本日日勤帯迄トラブル無く経過。引き続き精神症状の変化や他者トラブルに注意し観察・必要時介入行っていく。
・河原木　泰志様～昨日準夜帯にて本人がホールで唸っていた事に対し、T・K様に叫びながら詰め寄られた事をきっかけとして、T・K様を追い掛け回す事あり、「あいつが馬鹿にした。」と話すが、介入にて距離を取る事出来ていた。以後もホールや自室で唸り声を上げ、周囲の患者様を睨み付ける様子あり。20：15自室にてT・K様と掴み合いになっており、スタッフが介入。介入後、「あっちがやってきた。」と訴え、ホールに移動し唸っている。T・K様を見ると睨み付ける事あるが、以後本日日勤帯迄トラブルは無く経過。引き続き精神症状の変化や他者トラブルに注意し観察・必要時介入行っていく。
